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発達障害児のか学校普通学級適応状況の考察  

十発達指数および障寄児受容環境の観点から・仰  
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〔論文要旨〕   

就学前に精神発達遅滞，広汎牲発達障教 法窓欠陥参勤障審等の診断を受けかト学校普通クラスに在  

籍する71名について，彼らの学校での適応状況と亨 学校構成員の障害児愛執・遼城寺式乳幼児分析的発  

達検査の発達指数（以下，絶遠指数）がピのような関係にあるかを検討した。その結果，学習面では，  

学校構成戯の終審児・受容とは相関がみられず，億城寺式検査の発敬啓語粗野と有意に相関していた。  

それに対して学校に喜んで行くことや他妃との関孫の程度については†発達指数とは相関が認められず，  

学校側の理解雪 他児め受贈入れ等の学校構成顔の障寮児食客と相関していた。本研究では蒐速曝書児の  

小学校普通クラスでの適応において，児の能力のみでなく，学校構成飼の障害児受容についても義視す  

る必要懐が示唆された。  

昨今ywor舶：発達降車私学齢槻，適応，学校頼成員の障事児受容雷発達指数  

陥参勤障審くAD王・ID）児等の発達障害児の療育・  

指導の中で就学に向けての指涼も行っている。  

当センタw一棟簡終了兜を調査すると56．2％は小  

学校で普通タラ 

専門家から聯殊クラスへの就学を勧められたに  

もかかわらず保護者の希望によって普通クラス  

へ就学したケースも含まれている。そのためそ  

れらの子どもが普通クラスにおいて適応できて  

いるのか，適応の粟国は何か調査する必要があ  

る。そこで当センター卒園児の適応状況，社会  

的碍現業剛こつき保護者にアンケ 仰ト調餐を薬  

施した臼そLて，アンケ血トの結果と就学前に  

おける遠城寄式乳幼児分析的発達検査 

速城寺式検蜜ドの下位領域発達指数との関係  

を明確にL，発達障害児の普通クラスでの適応  

Ⅰ．は じめに  

近年工学硬一学級の選択において保護者の意  

見が尊藍されることが増えてい∫ることも仁あり  

t∋，発達障害児が普通クラスに就学するケース  

が増えている。そして，その中で被らの学校に  

おける適応は大きな冨栄耀となっている。発達障  

害児の学校での学登乱 射入繭，行動風 情錯  

簡などにおける適応は，子ども自身の障審の程  

隆∴発達レペ～レや学校での子どもを顆牒巻く学  

校構成員の障害児受容に左右されると考えられ  

るし，   

長崎県立心身障審児療育指導センタ山ほ就学  

前児の療育・指導施設であり，精神発達遅滞  
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要因にらいて検討した。   

なお，この調査は著者らが長崎県立心身障害  

児療育指導センターに在籍中に行ったものであ         l  

る。   

Ⅱ，対  象  

過まに当センターに適所し，就学と同時に療  

育を終了した児の保護者にアンケート調査を行  

い，2即名の率ぃ190名から回答を得た（回答率  

：66，2％）。その回答で現在小学校2～6年の  

普通学級に在籍する71名を対象とLた（蒙り。  

対象児の当センター適所時の診断は，MR（30 

名），Af）r‡D‖8名），自閉牲障審（14名ラ，発達  

性薯語障害＝一名），発達性構曹障害（2名），発  

達性協調運動陳寒く3名）であった。アンケ…ト  

に回答した保護者は，全て母親であった。   

Ⅱ．方  法   

1．アンケート調査   

保護者にアンケ帆卜翔紙を送付し，記入繰返  

送してもらった。アンケートの内容ほ下記の  

（Ⅰ）学校での適応に関すること4項臥（汀ラ  

学校構成員の障害児受容に関すること3項目の  

計7項目で， 衰2のように各項目で3～6段階  

の回答を求めた。  

（Ⅰ）学校での適応に関すること  

り 学習面ほ上手くいっているか  

2）子どもは学校に尊んで行っているか  

3）他児との関係は上手くいっでいるか  

4）落ちついて控菜に参加しているか  

＝＝学校構成員の障審児受容に関する土と  

5）学校側のチビもの受け入れの翠腐  

小児保健研究   

6）学校側の子どもに対する理解の程度   

7）他の子どもの受け入れの程度 

学習面については読み，音字，聞き取り，算  

数の申で問題がある数をそのスコアとLた。そ  

の他のアンケート結果は，寮2の項目毎の河谷  
の番号をスコアとした。従ってスコアが高いほ  

ど問題が大きいと貰える。  

2．幼児期の速城寺式発達検査   

これは，心理判党員が直接対象兜を観察L  

行ったdスコアは対象児の検査時年齢が異なる  

ため，便宜上各領域ごとに発達指数に換算した。  

遠城奪式検登ほ乳幼児の発達検査法として広く  

利用されてきており，6つの発達領域毎に発達  

年齢を算出し子どもの発達の特性をとらえるこ  

とができる。この検査は1958年に初版が出され  

たが，ユ997年の宅見ら3｝の研究でもその有用性  

が確認されている。  

3∴アンケート結果と発達検査スコアの相関分析   

く‡）の1），礼 3），4）の項目間亀（‡）  

掛け∴鉦 3），4）と 用）の5），6），ア）の項  

目および，遠城寺式の各領域の発達指数との相  

関をSpeal・nlanの順位相関を用いて分析し，発  

達障害児の小学校普通クラスにおける適応に関  

する要因を検討した。   

Ⅳ．結  果   

1．アンケート結果   

学校での適応に関する4・項目のアンケート緒  

栄を表3～6に示した。「学習は上手くいって  

いるかの」設問では問題がない子どもは2ユ％の  

表1対象児の幼児期の診帆 綱登時の学年   
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泰2 アンケートの調登内容  

子どもの学校における適応状況について  

草）学習耐ほ上手くいっていますか  

通知表で評価が不良のもの，または極端に落ち込んでいるものを問題があるものと判断Lて‾‾F－さい。   

L∵全く閉篭ない 2．読みの能力に問題がある 3．番字能力に問題がある   

4．聞き取りに間接がある 5，算数・数学に間堰がある  

② お子さんは現在凄んで学校に適っていますか   

L寮んで行っている 2，まあまあ寮んで行っていノる 3．どちらともいえない   

4．少し蛾がっている 5．嫌がっている  

③他の子どもとの対人関係攣上手くいっていますか  

1．良い関係がとれている 2．まあまあ長い間碩がとれている   

3．他の子どもが協力すると関係がとれる 圭 とちらとも言えない   

5．あまり関係がとれていない 6．全く閲榛がとれない  

⑥∴ 授葦は落ちついて尊けていますか  

1．落ちついている、2．やや満ちづきにかける一ときどき立って回ることがある   

3，非常に落ちつかない・潜柵は5分もできない   

学校構成員の子どもの受け入れについて  

⑤ 学校側の受け入れはどうですか   

j．受け入れに積極的 2．受け入れに綺梅的でも消極的でもない   

3．受け入れに消極的 4．受け入れ七拒否的  

⑥ お子さんに対する学校側の埋蘭はどうですか   

L 十分難解して凍らっている 2．まあまあ葺当！解iノてもらっている   

3，と～ちちともいえない射 あまり捌卒Lてもらえない 5，全く理解してもらえない  

砕 お子さんに対する他の子どもの受け入れはどうですか  

1．よぐ受け入れてくれている 2．まあまあ受け入来てくれている   

3．どちらともいえない 4、あまり受け入れてくれていない 

5，粂く受け入れてくれていない 6．受け入れに拒否的またほいじめられている  

みであった（秦3）。「喜んで学校に行っている  

か」の誼聞では持続的な登校拒否は見られず約  

8働が，喜んでまたはまあまあ凄んで学校に  

通っているとの圃答であった（泰4）¢「■他の子  

どもとの対人関榛」についての設問では，86ヲ≦  

に何らかの関わりがあることが回答されてお  

軋∴全く関係がとれていない七いう回答はな  

かった（表5〉。「落ち着いて授業に参加Lてい  
るか」についての設問でほ45％がやや落ち着か  

ないという回答であったが非常に落ち着かない  

という回答はなかった（牽6）。   

学校構成員の障害児受容に関する3項目のア  

ンケ山卜結果ほ泰7～9に示した。「学校側の  

受け入れ」では拒否的との回答はなかったが，  

積極的と回答したのほ34％のみであった（泰  

ア）。「子歪もに対する学校側め理解」では84％  

が何らか一の理解を得ているとの回答であった  

（索8）。「他の子どもの受け入れ」は約8剖が   

受け入れてもらっていると回答したが，いじめ  

にあっているとの回答が2件あった（寮9）¢  

2．幼児期の遠城寺式検査の結果   

遠城等式検査（45血75か月時）の発達指数の平  

均値は，粗大運動ア8．5±14，9】手の運動78．2士  

12．5，基本的生活習慣81．はユ尋．3，対人関係68，6  

±16．9，発語63．5士、19，∵露語理解66．1士19．7で  

あった。  

3．アンケート結果と連城寺式検査の相関   

Spearmanの相関を用いた分析により．，適応  

の各条件毎に次の結果を得た（泰時泰1り。   

j，）「学習面は．．jニ辛くいっているか」について   

この質問でほ，くⅠ卜射「篠ち老いて授業に  

参加しているか」と相関（rニ軋293．p＜0》05）  

が認められた0学校構成員め障害児受容につ 

ての項＼目とは相関が認められず，遠城等式検寮   
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表3 ＝）」）学習は上手く行っているか  

小児保健研l究  

表7 柑卜5）学校側の受け入れ  

し  

問題あり  

問題あり  
人数  ％        21■      27     10   

人数  … ％ H   

れに積極的  24   34   

でも痛棒的でもな㌧－   お・  

れに消極的 

れに拒否的   
巴   

義4（‡卜2）審んで学校に行っているか  

兎    人数   

iている   36  

；んで行っている   19   

いえない   18  

ている   き4 
lる   ′0，妻   

」，t亡一岬，…．h   

審んでいづ  

まあまあ濱  

どちらと  

牽5 ‖巨諷他の子どもとの関係は上手くいって  寮9 用卜7）他の子どもの受け入れ  
いるか   

回答  

回答  

よく受け入れてくれている  

良い関係がとれている  
まあまあ受け入れてくれている  ぎ．35  

まあまあ良い関係がとれている  
どちちともいえない  

他の子どもが協力するととれる  あまり受け入れてくれない  

どちらともいえない   

あまり関係がとれていない  

全く受け入れてくれな煩  

受け入れに拒否的  

全く関係がとれな小 I  いじめられているようだ  

㌢ト…   

車6（【卜4）授業ー二flの落ちつき  

2）「子どもが喜んで学校に行っているか」に  

ついて   

この質問では，用ト6）「学校側のチビもの  

理解」（rニ0．39ユ、Ⅰ）＜0．01），（工‡ト7）「他  

の子どもの受け入れ」（rニ0－48ユ、P＜0．001）  

との閏に有意な相関が認められた。また，‖‖  

－3）「他の子どもとの関係は上手くいっている  

か」とも有意なくご＝0，渕8，pく0．001）相関が  

認められた。その他の学習面や遠城寺式検査の  

発達指数とは有意な相関は認められなかった。   

落ち着いている  

やや落ちつきにかける  

非常に落ち着かない  

の凝儲＝r＝・－什0，368、P．＜0．Oj），言語理解くr  

憲一0．267，p＜0．05）とに有意な相関が認めら  

れた。  
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寮10 学校での嘩応状況問の相関：Spearmanの順位相関による相関係数  

適応状況   

ト】）  T－2）  ト：i）  ト4）  

ト刃 学習面は上手くいっているか  

巨2）学校に喜んで行っているか  

ト3）他児との関係ほ上手くいっているか  

ト・4）洛ち番いて授発に参加しているか  

0．182  

0．04  0，508＊傘＊  

0．293＊  0．074  0．1   
………＿＿．．……．▲．．＿＿＿＿M－－＿．…1．．′…  

＊：pく0．05，★＊：p＜0．0ユ，：ネ＊＊pく0・001  、   

寮11学校での適闘犬況と学校構成員の受番および遠地寺式発達検賓の閏孫：Spビar和a托の順位相関による相関係  

数  

遜城等式乳幼児分析発達検査  学校構成員の愛鷹  

語 雷語理解  移動遅効手の運動基本的生対人関係発  
活習慣   

学校の費学校の理解他児の受け 

け入れ  入れ  

・・0．053 －0．12l・・n．018  0．019 －0．3（′；8‥ －0．267I  学習面は上手 

く行っている  

か  

学校に喜んで  

行りているか  

他児との関孫  
は＿l二千くいっ  

ているか  

0．068  血0．022   －0．053   

－0．057 －0．021 0．‖1 0．131 0．126  0．103   

－0．69  －0．00i β．072  0．028 （〉．091 0，0ユ6  

0．216  0．391‥  0．48．l‥●  

0．313＊  0．448＊漉＊ 0．740機上＊∵専  

ー0．01ヰ ー0．113  0．053 0．113  －0．O19  授
て
 
 

て
し
 
 
 

＼
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－
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に
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発
い
 
 

0．084  0．18；≡   0，094  

＊：p＜0．05，＊聾：p＜0．01，：＊揮＊l）く0．00ユ  

3）「他の子どもとの関係は上手くいっている  

か」について   

この質問でほ √沌卜5き「学校側の子どもの  

受け入れ」い＝0，3j3，pく0．05），用）－6）「学  

綾側の子どもの理解」（ごニ0．448、p＜0，001），  

（Hト7）「他の事どもの受け入れ」くご＝0．74－  

p＜0．錮1），との問に有意な相関が認めちれた。  

そして，対人関係や言語等の発達指数とは相関  

が認められなかった。   

4）「落ちついて授葦に参加できているか」一に  

ついて   

「蒋ちついて授業に参加できているカ1の調  

査で時速城寺式発達検査め全ての領域及び，学  

校構成員の障害児受容についての設問親方とも  

に相関が見られなかった。   

Ⅳ．考  察  

本邦では，学習障寮児，PD上）児／M隠児など  

の発達障害児が普通クラスで教育を凄けること  

が多い†け5き 。これはノーマライゼーションの理  

念に基づいた統合教育によることもあ～るが，特  

殊教育をできる学校，学級が地域にないなどの  

やむを韓ない理由や保護者の希望などによるこ  

とも多い一章。また，本邦における特殊教育の比  

率が低い郎ために特別なサービスを必要とする  

にもかかわらずそれを受けられない発達障害児  

がいる可能性もある。このような問題が今回調  

査Lた対象にも反映軍れている可能性はあり，  

この現状における適応状況を把揺する必要があ  

ると考えられた。－一一1瞳に学校での適応は学習面  

で評価される土とが多いが，社会適応の観点か  

らみると，子どもが審んで学校に行くか，他の  

子どもとさく遊べるか，落ち着いて授業に参加  

できるかなどの面も塞薯であると思われた。そ  

のため本研究では学習以外の適応についても調  

査を行った。   

本研究の調査では約8割に学習面の問題がみ  

られ，発達障審児の多くほ学習面で障害を示す   
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ことが示唆された。そして，学習面の達成度は，  

幼児期め言語能力と関係する可能性が示唆さ  

れ，速城寺式検査の音譜領域の発達によりある  

程度予測できるものと考えられた。麓ら7きは就  

学前の検査結果からLDを予測できたことを報  

告しており， 今回の結果からも同様のことが言  

える。また，学習面の遠慮度と授業中の落ちつ  

きの相関が見られたが，その他の学校構成員の  

障寮児受容に関する設問とは相関が見られず，  

学習達成度は額墳的贅固より子ども自身の鹿力  

に左右きれる可能性が示唆された。   

「子どもが尊んで学校に行くか」の設問は，  

登硬拒否との関連が強いと考えられるので，学  

校への適応において最重視すべき点と考えられ  

たが上本研究では8割の子どもが審んでほあ  

まあ喜んでも含む）学校に行っており，学習面  

．の問題が多いのとは対照的であった。そして， 

子どもが喜んで学校に行くことと学習は上手く  

いっているかの結果との相関はみられなかった  

ことから，登校意欲は必ずしも学習達成度と関  

係するとほ言えないことが推察きれた。「審ん  

で学校に行くか」の設問の結果は凄城寺式検査  

の結果とは相関が認められず，劉児戯の発達検  

査の結果のみでは十分予測できないと考えられ  

た。また子どもが学校に凄んで行くためには，  

学習能力や発達検査で評価される雷語・対人関  

係能九など子ども自身の能力よ‡ラも》 学校構成  

員の障寮児受容の方が重要であることが推察き 

れた。－・一一般の小学生が学校に行く動横としてあ  

げたものに「友達に会えること」が最も多かっ  

たことが報告きれており汽き，、発達障審児におい  

ても学校で友達から仲間として受け入れられ，  

交流することによって学校に通う意欲が強まる  

ものと推察されたむ   

他の子どもとの関係については多くのナビも  

が何らかの形で対人関係を持つこ上ができてお  

り，この点かちは統合教育の意義が示されてい  

ると考えられた。またこれほ遠城守式検査のス  

コアと相関が見られなかった∵一方で，学校側の  

凄け入れ及び理吼 他児の受けÅれと相関が認  

められ蓼 子ども自身の対人関係能力の発達の程  

小児保健相究  

度より周囲の理解．受け入れが重安であること  

が示唆された。   

以上のよう、に発達障害児の学校での適応状態  

を学習以外の側面についても検討Lてみると，  

言語・対人関係能力や学習能力など子ども自身  

の能力のみでなく，学校側の理解，他の子ども  

の受け入れなど，学校構成員の障害児受容に．つ  

いても重視する必恕牲が示唆されたむこのこと  

からf 就学前指導において， チビも自身の能力  

の発達促進のみならず子どもを取りまく環境改  

善への働きかけも重要であると考えられた。   

今回の調査かち得卓情報は保護者のアンケ叫  

トによるものであるため判発基準に差がある可  

能性があり，解釈には十分な注意を賛する。ま  

た，対象児がM党風 注意欠陥多動障害児，自  

問性障害児などに偏っていた点があるため，今  

後その他の発達障審児についても学校での適応  

に関係する要因について検討する必要があるな  
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